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News Release

金融教育プログラムの取組み強化について金融教育プログラムの取組み強化について

平成2 1年7月2 3日

• 　ふくおかフィナンシャルグループ（取締役会長兼社長 谷 正明）は、グループCSR活動方針に基づく『生涯

学習支援』の一環として、一般社団法人 ジュニア・アチーブメント日本とタイアップした金融教育プログラム

に係る取組みを強化いたします。

• 　具体的には、昨年実施しました高校生の職場体験プログラム『Job Shadow（ジョブシャドウ）』を本年度

は、福岡地区に加え、熊本地区（熊本ファミリー銀行本店）でも実施する他、この6月からは新たな取組みと

して、 実技体験型の経済教育プログラムで、実際の会社運営方法に準じた活動を行う『スチューデントカンパ

ニー・プログラム 』へ参加、協働していくものです。

• 　当社グループでは、初等中等教育段階（小・中・高校）における生涯学習支援では、できるだけ多くの疑似

体験や実地活動などの実践的・体験的な教育の場（機会）を提供することに主眼を置いており、今後も積極的

にキャリア教育や金銭教育を通した金融教育の普及に努めてまいります。

記

１．職場体験プログラム 『Job  Shadow（ジョブシャドウ）』2009 の実施概要

☛詳しくは下記をご確認下さい。

本年度も昨年に引き続き、社員1名に対し高校生1名が常時同行（シャドウイング）し、本社・本店ビル内で執務する社

員の『働く姿』を目の当たりにすることで、『働くこと』の意味や『将来設計』について考える場を提供するジョブシャ
ドウを福岡・熊本の2箇所で実施します。

5月下旬～6月初旬　　　 募集・参加生徒向け説明

6月末　　　　　　　　 担当社員の選定

6/9（熊）・7/28（福）　事前学習の実施（ FFGによる出前授業 ）

7月上旬　 　　　　　 　社員向け説明会

7/29（熊）・8/4（福） ジョブシャドウ当日

実施までの

日 程

【受入日】7月29日（水）　事前授業：6月9日（火）

【参加高校】熊本高校（初）

【受入人数】18名
【受入企業】熊本ファミリー銀行本部（本店建物）

【協　　力】ｼﾞｭﾆｱ･ｱﾁｰﾌﾞﾒﾝﾄ日本

【受入日】8月4日（火）　事前授業：7月28日（火）実 施 時 期

【参加高校】城南高校（初）、泰星高校（初）、

　　　　　　博多高校（初）、福岡高校（初 ）、福翔高校

【受入人数】50名 ･･･ 各校から各10名
【受入企業】福岡銀行・FFGの全本部（本社ビル）

【協　　力】市教育委員会・ｼﾞｭﾆｱ･ｱﾁｰﾌﾞﾒﾝﾄ日本

参 加 対 象

• 平成20年8月8日（金）に福岡銀行・FFG本社ビルに福翔高校の生徒41名を迎えて実施

昨 年 の

模 様

【事前授業 1回 2h】
– 銀行（金融）の役割紹介、ジョブシャドウ実施部署の紹介

【ジョブシャドウ当日】　 以下は福岡地区のスケジュール

– 09:00 ～ オリエンテーション実施後、担当社員と顔合わせ（自己紹介）

– 09:30 ～ シャドウタイム ⇒ 生徒1名が社員1名に付き添って観察し、仕事を体感（働く姿を間近で観察する）

– 12:00 ～ 担当社員と一緒に昼食

– 13:00 ～ シャドウタイム

– 14:00 ～ グループディスカッション（Q&A）

– 15:00 ～ 修了式（修了証授与、講話、記念撮影）

活 動 内 容

※ FFGが関与

　 す る 活 動

「仕事に打ち込む人の姿」を身近で観察する機会を提供することで、今後の進路選択・将来設計・職業選択
に資することを目的とする

目 的

福岡銀行福岡銀行 熊本ファミリー銀行熊本ファミリー銀行

高校

JA高校

FFGJA

FFG高校 JA

FFG

FFG

《 続く 》

企画会議に参加 社員を交えたグループディスカッション 全員での記念撮影

参加した生徒からは、「働

くことの大切さ、大変さ」
「仕事には責任を持つこと

が大切」などを学び、「貴

重な経験を将来に活かした

い」といった声が聞かれま

した。

株式会社 ふくおかフィナンシャルグループ

〒810-8693 福岡市中央区大手門1-8-3　TEL 092-723-2500（代表）

http://www.fukuoka-fg.com/



2

News Release
株式会社 ふくおかフィナンシャルグループ

〒810-8693 福岡市中央区大手門1-8-3　TEL 092-723-2500（代表）

http://www.fukuoka-fg.com/

平成2 1年7月2 3日

《 本件に関するご照会先 》

ふくおかフィナンシャルグループ　経営企画部　担当：永吉・溝江

TEL　092 – 723 – 2502 

２．経済教育プログラム 『スチューデントカンパニー・プログラム』 の実施概要

　ジュニア・アチーブメント日本　九州支部：福岡市博多区博多駅前3丁目25-24（麻生教育サービス株式会社内）

• 体験型実技演習プログラム

• コンピューターシミュレーション

• 模擬授業・セミナー

主な活動・

プログラム

• 1919年米国で発足した世界最大の経済教育団体で、民間の非営利活動を展開

• 日本本部の設立は1995年、教材を導入する学校は全国で拡大している

• 社会情勢がいかように変化しようとも、子どもたちが「社会の仕組みや経済の働き」を正しく理解し、自分の確たる意
思で進路選択・将来設計が行えるよう、基本的資質（主体的に社会に適応できる力）を育むための支援を実施

• 世界120か国に活動拠点を有し、毎年450万人の青少年が教材やプログラムを使用

• 2007年7月に九州支部を設置（支部長：濱井　賢次氏）

• 日本における活動の詳細については、ホームページ　http://www.ja-japan.org をご参照ください。

＊なお、ジョブシャドウはジュニア・アチーブメントの登録商標です。

設立・沿革

椎名　武雄　〔日本アイ・ビー・エム㈱ 相談役〕理 事 長

　

一般社団法人ジュニア・アチーブメント日本　：東京都港区六本木6丁目15-21　ハークス六本木ビル 1階
名称・住所

《ご参考》　ジュニア・アチーブメント日本　の概要

• 本取組みに関する情報は、福翔高校のホームページで適宜ご覧頂けます。

　http://members.jcom.home.ne.jp/fukusho/備 考

　平成21年6月18日（木）　オリエンテーション + 社長決定

　平成21年7月 2日（木）を第1週とした全16週間に亘る長期プログラム

　※ 学校行事の都合などにより、終了予定時期は平成22年1月頃を予定、同3月に東京で合同株主総会（イベント）を開催

実 施

スケジュール

【参加高校】福岡市立福翔高等学校の2年生　19名
【企　　業】福岡銀行・FFGグループの職員　 4名
【協　　力】ジュニア・アチーブメント日本

参 加 者

活 動 内 容

• 生徒が学校の中に資本金1万円で株式会社を設立し、商品の開発・生産・販売を行ってその経営成果を16週
間後の株主総会で発表する実技体験型の経済教育プログラム。実際の会社の運営方法に準じて活動を行う
ため、会社の仕組みや経済の働きを学ぶことができる。S C P と は

（ 目 的 ）

① 株式を1株100円で100株発行し、資本金（1万円）を募り会社を設立

② 組織を作り、役職を決定（社長：1名、取締役：4名、社員）

　　・取締役会 ･･･ 社長、取締役、社外取締役（FFGからの派遣）で構成

　　・各部門　 ･･･ 生産部、営業部、人事部、経理部

③ 営業活動（16週間）　《 商品開発 》→ 《 製造 》→ 《 販売 》

④ 株主総会（会社清算）　

本年6月から、ジュニア・アチーブメント日本の協力のもと、福岡市立福翔高等学校が導入する経済教育プログラム　

『スチューデントカンパニー・プログラム（以下 SCP）』に参加し、当社グループの職員を指導役（社外取締役）とし

て派遣しています。

単なる起業家養成や金融知識の普及が目的ではなく、活動を通じて、課題分析や問題解決能力・情報収集の意味・
広い視野にもとづく自立的な判断力や意思決定力・結果に対する責任意識・他人と違う意見を述べる勇気、異質
の意見に対する寛容性といったコミュニケーション能力の育成など実生活上で役立つ基本的資質の育成が目的
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社外取締役はそれぞれの

専門的知識を活かしなが

ら、生徒が担当する各部

門の仕事の進み具合等を

確認し、毎回の活動終了

後に開催される取締役会

で、意見・アドバイスを

行います。


